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票
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票
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○当

６
７
２

長
嶋

精
一

無
新

６４

○当

６
４
３

土
屋

清
武

無
現

７４

○当

６
０
１

藤
井

要

無
現

６４

○当

５
１
１

伴

高
志

共
新

３７

○当

４
７
９

佐
藤

作
行

無
現

６７

○当

４
１
５

渡
辺

文
彦

無
新

６１

○当

３
４
８

福
本
栄
一
郎

無
現

６６

○当

３
３
５

稲
葉

昭
宏

無
現

７３

次

３
２
３

篠
原

健
一

無
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６９

２
４
９

孝
博

無
現
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票
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総
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２
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６
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町
議
会
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佐藤 作行 議員

伴 高志 議員

渡辺 文彦 議員 藤井 要 議員 福本 栄一郎 議員

長嶋 精一 議員 土屋 清武 議員

稲葉 昭宏 議員

新新
し
い
町
民
の
代
弁

新
し
い
町
民
の
代
弁
者者

８
人
の
議
員

８
人
の
議
員
がが

決
ま
り
ま
し

決
ま
り
ま
し
たた

煙
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煙
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煙
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煙

任
期
満
了
に
伴
う
松
崎
町
議
会

議
員
選
挙
が
、
４
月

日
に
告
示

２１

さ
れ
、
議
員
定
数
８
人
に
対
し
、

人
の
候
補
者
が
立
候
補
し
、
５

１０日
間
の
選
挙
戦
の
中
で
、
各
自
の

公
約
を
掲
げ
、
町
民
の
支
持
を
訴

え
ま
し
た
。

投
票
は
、
４
月

日
、
町
内

２６

１５

カ
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
、
即
日

開
票
の
結
果
、
８
人
の
新
議
員
が

誕
生
し
、
翌

日
に
は
、
田
中
正

２７

志
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
か
ら

当
選
証
書
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

新
議
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ

か
ら
４
年
間
、
町
民
の
代
弁
者
と

し
て
、
ご
尽
力
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

以
下
、
当
選
さ
れ
た
方
々
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。（
五
十
音
順
）

松崎町マスコットキャラクター
「まっちー」

冊Ｃ松崎町
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平
成

年
度
松
崎
町
消
防
団
入

２７

団
式
が
４
月
１
日
に
環
境
セ
ン
タ
ー

文
化
ホ
ー
ル
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

平成２７年度 松崎町消防団役員名簿

＜消防庁長官表彰＞

永年勤続功労賞

副団長 後藤育正

＜日本消防協会長表彰＞

功績章

副団長 後藤育正

精績章

分団長 山本達雄

表彰を受ける後藤副団長（写真左）

と山本分団長（写真中央）

人 員
管 轄 区 域副分団長小隊分 団 長

分

団 分団小 隊

５８

２９東・西・南・北・中山導 聖仁１
馬場 篤

（宮内）

１
分
団

１４宮内・伏倉石田 和也２

１４道部渡辺 満３

３４
２０江奈１・２・３・４石田 智也１齋藤 克敏

（江奈１）

２
分
団 １３櫻田平野 豊彦２

３５

１３吉田・南郷・建久寺・那賀山田 正１
伊東 直記

（峰輪）

３
分
団

１０船田・門野石田 和也２

１１峰輪細田 洋治３

2４
１３大澤・明伏・小杉原山崎 一弥１山本 衛

（明伏）

４
分
団 １０池代鈴木 宏城２

４８

１６山口・指川・金沢稲葉 清彦１

山本 達雄

（峰）

５
分
団

１１野田・中村・松尾佐藤 岩夫２

８峰山本 博３

１２八木山田口 宏樹４

４０

１３岩地斎藤 治之１
大石 孝広

（石部）

６
分
団

１３石部松本 晃２

１３雲見窓橋 博久３

２３９合 計

【問合せ】 総務課消防防災係 電話４２－３９６３（直通）

人員
山田本部長

稲葉 豊一

後藤 育正
副団長山本 謹吾団 長

本

部 １２

新
年
度
の
体
制
整
う

団員の前であいさつをする齋藤町長整列する消防団員

松
崎
町
消
防
団
入
団
式

辞令を受領する消防団員

宣誓する齋藤一磨新入団員

表表表表表表表表表表表表表 彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰

式
で
は
新
役
員
や
新
、
再
入
団

員
総
勢

人
の
代
表
者
に
対
し
、

６６

山
本
団
長
か
ら
辞
令
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
入
団
員
を
代
表
し
て

第
１
分
団
第
２
小
隊
の
齋
藤
一
磨

団
員
が
「
命
令
や
規
則
を
守
り
、

良
心
に
従
っ
て
、
忠
実
に
消
防
の

義
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

山
本
団
長
は
「
安
全
で
住
み
よ

い
町
づ
く
り
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る

災
害
か
ら
町
民
の
生
命
、
身
体
、

お
よ
び
財
産
を
守
る
と
い
う
消
防

使
命
の
遂
行
に
あ
た
り
、
町
民
の

負
託
に
応
え
る
消
防
団
づ
く
り
に

精
進
し
よ
う
」
と
訓
示
し
、
防
災

体
制
の
充
実
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
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農地中間管理事業は、経営規模を縮小する出し手農家から、農地中間管理機構（静岡県農業振興公社）

が農地を借り入れ、公募に応募された規模拡大する受け手農家に、まとまった農地を貸し付けるものです。

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

○契約期間が終われば、農地は確実に戻ります。

○以下の条件を満たせば、出し手の方は、協力金がもらえます。

耕作者集積協力金経営転換協力金

○機構の借受農地等に隣接する農地を貸し出
すことで、農地の集積・集約に協力する方

○農業部門の減少により経営転換する農業者
○リタイヤする農業者
○農地の相続人

対 象 者

農地中間管理機構を通じて、１０年以上貸し付けること交付条件

貸し付けた面積１０a当たり２万円（※）貸し付けた面積に応じて、３０～７０万円／戸交 付 金

耕作放棄地の筆は対象外です遊休農地所有者は対象外です備 考

この他、地域（集落）内の全農家のうち、一定割合を農地中間管理事業に貸し付けることで交付される「地域集積協力
金」（交付単価：１０a当たり２～３.６万円）があります（使途は地域で決定）。
（※）交付単価は年度で変わります。

○農用地として利用が困難な農地、受け手が見つからないと思われる農地は借り受けできません。

（仮に借り受けても、１年以内に受け手が見つからない場合は、返還します。）

○公募に応募されますと、借受け希望者リストに載り、このリストは１年間有効です。

○借受者に決定してから、利用権が設定されるまで、若干の時間がかかります。

○借り受けが決まった受け手の方には、毎年１回、利用状況報告書を提出していただきます。

この他にも条件がありますので、詳しくは担当までお問い合わせください。

【問合せ】産業建設課（４２）３９６５

農地中間管理事業のメリット

留意事項

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

健
康
福
祉
課
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

松
崎
町
で
暮
ら
す
お
年
寄
り
が

抱
え
る
健
康
や
生
活
の
悩
み
、
ご

家
族
の
介
護
の
問
題
等
の
相
談
を

お
聴
き
し
て
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
げ
て
い
く
の
が
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。

①
自
宅
で
健
康
な
生
活
を
送
る
た

め
の
認
知
症
予
防
、
筋
力
ア
ッ

プ
講
座
等
、
介
護
予
防
教
室
を

開
催
し
健
康
で
い
き
い
き
と
し

た
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

②
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に

関
す
る
こ
と
、
介
護
の
悩
み
や

不
安
、
困
り
ご
と
の
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

③
高
齢
者
虐
待
や
財
産
管
理
の
相

談
等
暮
ら
し
の
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
４
２
）３
９
６
６

ごご
存
じ
で
す
か

ご
存
じ
で
す
か
？？

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ーー

何
を
し
て
い
る
の

何
を
し
て
い
る
の
？？

ど
こ
に
あ
る
の

ど
こ
に
あ
る
の
？？



式
で
は
、
町
長
か
ら
団
長
へ
鍵

の
引
き
渡
し
が
行
わ
れ
、
町
長
は
、

「
消
防
ポ
ン
プ
積
載
車
と
し
て
機

動
力
を
発
揮
し
、
関
係
自
主
防
と

有
効
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

両
小
隊
の
消
防
車
両
は
、
平
成

６
年
か
ら

年
以
上
使
用
さ
れ
て

２０

き
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進
ん
だ

た
め
、
今
回
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

式
終
了
後
に
は
、
ポ
ン
プ
の
取

り
扱
い
の
説
明
を
受
け
、
操
作
の

確
認
を
行
い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課
（
４
２
）
３
９
６
８
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松
崎
町
消
防
団
第
３
分
団
第
３

小
隊
（
峰
輪
）
と
第
６
分
団
第
３

小
隊
（
雲
見
）
の
消
防
ポ
ン
プ
積

載
車
が
更
新
さ
れ
、
３
月

日
に

１５

引
渡
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

第３分団第３小隊（峰輪）

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

ポンプの取り扱いの説明を受ける団員

平
成

年
度
か
ら
、
軽
自
動
車

２７

税
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
地
方
税
法
の
改

正
に
よ
り
、
原
付
等
の
二
輪
車
や

ミ
ニ
カ
ー
、
小
型
特
殊
自
動
車
に

つ
い
て
引
き
上
げ
を
１
年
間
延
期

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

直
前
の
変
更
で
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成

年
度
の
税
額
は
、
表
１

２７

の
と
お
り
で
す
。

三
輪
・
四
輪
以
上
の
車
両
に
つ

い
て
は
、
平
成

年
度
に
改
正
さ

２６

れ
た
と
お
り
、
表
２
の
税
額
と
な

り
ま
す
。

平
成

年
度
以
降
の
税
率
は
、

２７

平
成

年
４
月
１
日
以
降
に
最
初

２７

に
新
規
検
査
を
受
け
る
車
両
は
、

新
税
率
、
平
成

年
３
月

日
以

２７

３１

前
に
登
録
し
、
最
初
の
新
規
検
査

か
ら

年
を
経
過
す
る
ま
で
の
車

１３

両
は
、
現
行
の
税
率
と
な
り
ま
す
。

加
え
て
、
平
成

年
度
か
ら
は
、

２８

最
初
の
新
規
検
査
か
ら

年
を
経

１３

過
し
た
車
両
は
、
重
課
税
率
で
の

課
税
と
な
り
ま
す
。
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積
載
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二
輪
車
等
の
軽
自
動
車
税
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引
き
上
げ
時
期
の
延
期
に
つ
い
ててててててててててててててててててててててて

が
ん
検
診
の
時
期
到
来

早
期
発
見
で
早
期
治

早
期
発
見
で
早
期
治
療療

胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診

【
日
程
】
５
月
７
日
（
木
）
～

【
場
所
】
各
地
区

【
対
象
】

○
胃
が
ん
検
診
…

歳
以
上

３５

○
肺
が
ん
検
診
…

歳
以
上

４０

大
腸
が
ん
・
前
立
腺
が
ん
検
診

【
日
程
】
６
月

日
（
土
）
～

２０

（
※
特
定
健
診
と
同
時
実
施
）

【
場
所
】
環
境
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル

【
対
象
】

○
大
腸
が
ん
検
診
…

歳
以
上

４０

○
前
立
腺
が
ん
検
診

…

歳
以
上
の
男
性

５０

※
前
立
腺
が
ん
健
診
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
当
日
会
場
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

既
に
お
申
し
込
み
の
あ
っ
た
方

に
は
、
問
診
票
等
を
郵
送
し
て
い

ま
す
が
、
転
入
や
退
職
等
で
新
た

に
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

松崎町マスコットキャラクター
「まっちー」

冊Ｃ松崎町

早
期
発
見
で

早
期
治
療
を

し
ま
し
ょ
う

（表２）三輪・四輪以上の税率

重課税率
（平成２８年度から）

標準税率
車種区分

新税率（※）現 行

4,600円3,900円3,100円三 輪

12,900円10,800円7,200円自家用
乗 用

四輪
以上

8,200円6,900円5,500円営業用

6,000円5,000円4,000円自家用
貨物用

4,500円3,800円3,000円営業用

（表１）原付・軽二輪・小型二輪・小型特殊自動車の税率

税 率
車種区分

平成２８年から平成２７年度分

2,000円1,000円５０cc以下

原

付

2,000円1,200円５０cc超９０cc以下

2,400円1,600円９０cc超１２５cc以下

3,700円2,500円ミニカー

3,600円2,400円軽二輪（１２５cc超２５０cc以下）

6,000円4,000円小型二輪（２５０cc超）

2,400円1,600円農耕用
小型特殊自動車

5,900円4,700円その他（※）平成２７年４月１日以降に最初に新規検査を受ける車両



ふ
る
さ
と
納
税
で
地
域
振
興
を

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
平
成

年
２０

か
ら
、
自
分
の
ふ
る
さ
と
や
応

援
、
貢
献
し
た
い
と
思
う
自
治
体

に
寄
附
を
行
っ
た
と
き
に
、
住
民

税
と
所
得
税
か
ら
一
定
の
控
除
が

受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

町
で
は
、
制
度
開
始
か
ら
現
在

ま
で
に
約

件
の
ふ
る
さ
と
納
税

７０

を
し
て
い
た
だ
き
、
ま
ち
づ
く
り

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。こ

の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
、
平

成

年
４
月
１
日
か
ら
改
正

２７
さ
れ
、
手
続
き
の
簡
素
化
や

控
除
対
象
額
の
拡
充
が
行
わ

れ
ま
し
た
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
今
ま

で
以
上
に
注
目
さ
れ
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
町
で
は
昨
年

月
か
ら
副
町
長
を
中
心
に
、

１２若
手
の
職
員

人
で
ふ
る
さ

１２

と
納
税
検
討
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
、
新
た
な
形
で
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
た
め
に
、
検
討
を
重
ね
、

約

の
返
礼
品
を
そ
ろ
え
る

４０
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
今
、
報
道
等
で
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
が
大
々
的
に
取
り
上
げ
ら

れ
、
一
部
の
自
治
体
で
は
カ
タ
ロ

グ
ギ
フ
ト
の
様
相
を
呈
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
お
返
し
あ
り
き
の

納
税
で
は
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
に

賛
同
い
た
だ
き
、
寄
附
を
い
た
だ

く
と
い
う
趣
旨
を
踏
ま
え
た
な
か

で
、
特
産
品
の
提
供
に
よ
る
産
業

振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
町
内
の

宿
泊
や
体
験
を
通
じ
て
町
の
フ
ァ

ン
を
増
加
さ
せ
、
ま
ち
づ
く
り
の

応
援
団
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
制
度
を
１
つ

の
き
っ
か
け
と
し
て
、
第
６

次
産
業
の
振
興
、
全
町
ふ
る

さ
と
自
然
体
験
学
校
の
取
り

組
み
の
さ
ら
な
る
推
進
を
目

指
し
、
町
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
松
崎
町
な
ら
で
は

の
返
礼
品
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

町長室からこんにちは ◯６５

４月５日、「道の駅」花の三聖苑にて中川三
聖まつりが開催されました。松崎小学校４年生
による合唱や地場産品の販売等が行われ、多く
の来場者で賑わいました。

３月２８日と２９日の２日間、町内の観光名所を
巡るウォーキング大会が開催されました。全国
各地から延べ５５６人が参加し、那賀川堤の桜並木
やなまこ壁の町並み等を眺めながら歩きました。

４月８日、今年度から新たに地域おこし協力隊
として地域の活性化のために活動する村松正浩さ
ん（写真左）と野中直美さん（写真中央）に町長
から委嘱状が交付されました。

４月１日、原付バイクのご当地ナンバープ
レートの交付が開始され、記念すべき１人目の
町民の方に、松崎町マスコットキャラクター「まっ
ちー」からナンバープレートが手渡されました。
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第３１回 中川三聖まつり

第１６回 伊豆松崎なまこ壁と桜のツーデーマーチ

地域おこし協力隊委嘱式

原付バイクのご当地ナンバープレート交付開始

MMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTToooooooooooooooooooooowwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTooooooooooooooooooooooppppppppppppppppppppppiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiccccccccccccccccccccccMyTownTopicsssssssssssssssssssssss ～～～ まちのできごと～～～～ まちのできごとまちのできごと～～



葛
海
岸
線
沿
い
の
縁
石
を
茶
色
に
塗
り
替
え
景
観
保
全

清
掃
等
の
活
動
の
他
、
下
田

土
木
事
務
所
や
町
、
三
浦
地
区

の
人
た
ち
と
協
力
し
て
、
富
士

山
を
眺
め
る
こ
と
の
で
き
る
海

岸
線
沿
い
の
景
観
保
全
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
松
崎
ポ
ー
ト
ク

ラ
ブ
。
端
山
さ
ん
を
中
心
に
、

行
動
派
の
メ
ン
バ
ー
が
そ
ろ
い

踏
み
だ
。

「
町
が
や
る
の
を
た
だ
待
つ

の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
で
何

が
で
き
る
の
か
を
考
え
、
自
分

た
ち
で
や
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
今
ま
で
出
会
っ
た
仲

間
と
の
絆
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

今
後
も
活
動
を
続
け
て
い
き
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

NNo.No.55
小
さ
く
て
も
光
輝
く
町

小
さ
く
て
も
光
輝
く
町
にに

地
元
の
人
や
観
光
客
に
気

持
ち
よ
く
利
用
し
て
も
ら
お

う
と
、
松
崎
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

で
は
、
浜
の
ト
イ
レ
や
松
崎

海
岸
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

「
ト
イ
レ
は
町
の
顔
で
す
」

と
語
る
の
は
、
松
崎
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
の
代
表
を
務
め
る
端

山
晋
一
さ
ん
。

「
ト
イ
レ
が
き
れ
い
だ
と
町

の
印
象
も
よ
く
な
り
ま
す
。

汚
い
ト
イ
レ
を
見
て
、
大
好

き
な
ふ
る
さ
と
・
松
崎
へ
の

7

恩
返
し
の
気
持
ち
を
込
め
て
清

掃
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
現
在

で
は
、黒
潮
会
の
協
力
も
得
て
、

多
い
と
き
は

人
で
ト
イ
レ
や

２０

海
岸
の
清
掃
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
仲
間
づ
く
り
が
楽
し
い

で
す
」
と
話
す
端
山
さ
ん
。
ト

イ
レ
や
海
岸
の
清
掃
活
動
の
他
、

カ
ヌ
ー
体
験
や
賽
の
神
づ
く
り

さ
い

等
を
通
し
て
仲
間
と
の
絆
を
深

め
て
い
る
。

「
活
動
後
の
慰
労
会
で
互
い

に
絆
を
深
め
る
の
が
楽
し
み
で

す
ね
」
と
笑
顔
だ
。

Profile

はやま しんいち さん

松崎ポートクラブ代表。

「世界でいちばん富士山

がきれいに見える町」実

行委員会委員長。長年に

わたる松崎海岸周辺の清

掃活動が認められ、下田

海保より表彰を受ける。

断食にはまっている。

芋

咽

允

員
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印
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印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

通

信

今
年
の
松
崎
町
の
桜
（
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
）
は
、
３
月

日
前
後
に

２０

開
花
し
、
４
月
に
入
る
と
も
う
散

り
は
じ
め
た
と
の
こ
と
で
す
が
、

帯
広
市
の
春
は
遅
く
、
桜
（
エ
ゾ

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
）
の
開
花
予
想
日
は

５
月
２
日
で
す
。

帯
広
市
で
は
、
冬
の
間
、
道
路

に
積
も
っ
た
雪
が

～

㌢
と
な

１０

１５

る
と
除
雪
車
を
出
動
さ
せ
て
い
ま

す
。
除
雪
を
行
う
市
道
の
延
長
距

離
は
、
帯
広
市
と
松
崎
町
の
直
線

距
離
９
８
４
㌔
の
約
１
・
４
倍
の

１,
３
４
５
㌔

も
あ
り
ま
す
。
昨

冬
の
降
雪
量
は
ほ
ぼ
平
年
並
み
で

し
た
が
、
一
度
に
降
っ
た
量
が
多

か
っ
た
こ
と
等
か
ら
、
例
年
６
～

７
億
円
か
か
る
除
雪
費
が
、
昨
年

度
は

億
円
を
超
え
ま
し
た
。

１０
北
海
道
の
冬
は
、
日
中
の
気
温

も
上
が
ら
ず
、
道
路
に
積
も
っ
た

雪
を
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
等
で
寄
せ
た

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
春
ま
で
溶

け
ず
、
道
路
が
狭
く
な
っ
た
り
、

見
通
し
が
悪
く
な
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、堆
積
し
た
雪
を
ダ
ン
プ
カ
ー

に
積
み
込
み
、
雪
捨
場
に
持
っ
て

行
く
「
除
排
雪
」
と
い
う
作
業
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

帯
広
市
内
に
は
、
河
川
敷
に
雪

捨
場
が
あ
り
、
写
真
は
、
昨
冬
に

持
ち
込
ま
れ
た
雪
に
よ
り
築
か
れ

た
雪
山
で
す
。
春
が
近
づ
く
と
、

シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
が
雪
山
に
登
り
、

土
を
混
ぜ
た
り
、
山
を
崩
し
た
り

し
て
、
雪
山
を
早
く
溶
か
す
作
業

が
行
わ
れ
ま
す
。

４
月
に
入
り
、
道
路
か
ら
雪
が

な
く
な
る
と
、
今
度
は
冬
の
間
に

雪
の
上
に
ま
い
た
滑
り
止
め
の
焼

き
砂
や
、
雪
の
下
に
埋
も
れ
て
い

た
ゴ
ミ
等
が
顔
を
出
し
ま
す
。
こ

の
た
め
、
こ
れ
ら
を
回
収
す
る
道

路
清
掃
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
横
断

歩
道
等
の
色
の
薄
く
な
っ
た
白
線

を
塗
り
直
す
作
業
が
行
わ
れ
る
と
、

よ
う
や
く
桜
咲
く
帯
広
の
春
が
到

来
し
ま
す
。

帯
広
市
か
ら

春春
の
準

春
の
準
備備 姉

妹

都

市

通

信

検検検
検検
検検
検検

検
検
検
検

持ち込まれた雪による雪山

端
山

晋
一
さ
ん
（
西
区
）

松
崎
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
代
表
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広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，２４３人（－４２人）

男 ３，４３６人（－１９人）

女 ３，８０７人（－２３人）

世帯数 ３，０４２戸（－２戸）

転 入 ３９人 転 出 ６８人

出 生 ３人 死 亡 １６人

（平成２７年３月３１日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

二
〇
一
五
年
五
月
一
日
発
行

通
刊

第

六

一

二

号

「
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
信
用
し
て
大
丈
夫
で
す
か
？
」

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（（３３月届出分月届出分））

人身事故 ５件 （＋５）

物損事故 １４件 （＋２）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 ７人 （＋７）

平成２７年３月発生分

（ ）内は前年同月比

町 の 交 通 事 故

～
あ
な
た

～
あ
な
た
もも
賢賢
い
消
費
者
に

い
消
費
者
に

～～
◯◯４４００

松松松

崎崎

文文

芸芸

左
記
の
方
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
鵜
高

み
か
こ

様
（
宮
城
県
在
住
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

ス
マ
ホ
の
普
及
の
高
ま
り
と
と

も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
容

易
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り
と
り
等

が
で
き
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
が
多

く
の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
友
人
グ
ル
ー
プ
の

連
絡
手
段
と
し
て
利
用
し
た
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
接
点
を
も
つ

機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
等
、

大
変
便
利
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
反
面
、
見
ず
知

ら
ず
の
人
物
か
ら
突
然
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
送
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
出
会
い
系
サ
イ
ト

や
副
業
サ
イ
ト
等
の
悪
質
な
詐
欺

サ
イ
ト
に
誘
引
さ
れ
て
し
ま
う
被

害
事
例
も
散
見
さ
れ
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
便
利
な
反
面
、
詐
欺

被
害
の
き
っ
か
け
と
も
な
り
う
る

こ
と
に
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

（
文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田
茂
樹

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

広
報
担
当
と
な
っ
て
は
や
１
年
。
１
年
前
の

今
頃
は
、
初
め
て
の
取
材
、
初
め
て
の
広
報
編

集
作
業
で
、
め
ま
ぐ
る
し
く
時
間
が
経
過
し
て

い
っ
た
の
を
思
い
返
し
ま
す
。

さ
て
、
今
年
も
引
き
続
き
、
広
報
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
度
、「
キ
ラ
リ
、
輝
き
人
」
を
始
め
た

よ
う
に
、
今
年
度
も
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。（
ま
）

編編編

集

後

集

後

記記

清

水

高

子

高

橋

信

夫

土
屋
規
矩
子

山

本

一

詞

夏

目

和

子

吉
岡
う
た
子

佐

藤

享

細

矢

金

治

石

田

宏

稲

葉

菊

恵

小

林

一

男

依
田
ふ
じ
枝

佐

伯

重

雄

斉
藤
み
つ
子

松
田
美
智
子

田

中

道

源

菜
の
花
や
川
の
流
れ
に
添
い
て
咲
く

栄
螺
好
き
腸
ま
で
も
食
ひ
つ
く
す

は
ら
わ
た

同
窓
会
み
な
じ
じ
ば
ば
や
山
笑
ふ

妻
い
つ
も
焼
栄
螺
の
尻
寄
こ
し
け
り

つ

ぶ

菜
の
花
に
染
ま
り
て
酔
ひ
て
倦
き
に
け
り

一
握
り
摘
み
て
花
菜
の
辛
子
和
え

遠
富
士
や
イ
ベ
ン
ト
浜
に
焼
く
さ
ゞ
え

た
ら
芽
摘
む
た
め
一
湾
を
過
ぎ
り
来
し

桜
観
て
史
跡
巡
る
や
旅
の
人

い
そ
の
香
の
膳
に
た
ゞ
よ
う
さ
ざ
え
飯

薬
か
け
サ
ゞ
エ
み
が
き
に
余
年
な
し

家
苞
に
栄
螺
求
む
る
爪
木
崎

づ
と

サ
ザ
エ
持
つ
手
の
指
太
し
浜
の
友

満
開
の
桜
に
は
し
ゃ
ぐ
露
天
風
呂

花
吹
雪
旅
立
つ
人
の
応
援
歌

帰
り
路
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
に
桜
雨

－

俳

句－

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

届出人年齢氏 名地 区

光 子１０１清 水 し げ江奈２

九 彦８９土 屋 宰那 賀

彦坂すみ子８３渡邉いと子雲 見

芳 夫９４脇田みさ子江奈２

つ ね よ８５窓 橋 道 雄石 部

政 彦７５関 明中 区

金 男９２山 本 愛 子明 伏

洋 二８３眞 野 郎道 部

須田ソノ江６１藤 田 昌 平宮 内

滿９４田口桃太郎八木山

一 成９１窓橋たん子雲 見

忠 志８４窓 橋 忠 夫石 部

美 登 子９６和 泉 賢 子小杉原

おくやみ申し上げます（死亡）


